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して，地理学者である私は本書を選んだ．デリダ＝  

フッサールでたまったプラストレ「ションの解消の  

助けになることを願って．   

しかし，私のその安易な期待は脆くも崩れ去る．  

それもそのはず，本書『幾何学の起源」lは著者セー  

ルにとっても30年以上をかけた集大成なのだから．  

冒頭の文章は「普遍的なもの－その初期の構成物  

の一つ」と題されている．普遍的な形式としての空  

間と時間はいかにしてその普遍性を手に入れるのか，  

それが本書に込められたテーマである．末尾に  

「1958年5月 オビュール1992年11月 京都」と記  

され，このテーマに関する著者の思惟が34年間継  

続していたことを読者は確認する．   

本書の大部分は歴史的な記述とそれに関する哲学  

的議論であるが，冒頭の文章にはこうした歴史的な  

考察が現代の私たちの生にいかに関わってくるかと  

いう問題意識が存在する．普遍的なものとは著者に  

とって単なる知的好奇心の対象ではない．普遍性は  

帝国主義的であるといい，「普遍的なものの行き着  

く先は，野心的で残虐な局地性による空間全体の侵  

略であった」（p．4）という．そして，「暴力も幾何  

学のように普遍的なのだろうか」（p．2）と問いか  

ける．「あらゆる科学，一般にあらゆる学問と同じ  

く，幾何学は〈悪〉の問題に根を下ろすことから始  

まる」（p．191），という認識は，学問に携わる者な  

らば誰もが持ってしかるべき問題である．   

本書は確かに難解である．評者もその3分の1も  

理解したとはいえない．しかし，このような書から  

何か一つでも学ぶこと＼があっ上り，誤読かもしれな  

いが何かしらの新しい発想を生んだりすることを期  

待して立ち向かうことも全くの無駄ではないであろ  

う．たとえば，「場所の系譜学」を提唱する加藤  

（2002）に対して，本書の中の同名の文章（p．57－  

58）はどんな意味を持つのだろうか1）．   

難解なのははかでもない．著者は普遍的な空間の  

考え方を支える幾何学の起源を辿ろうというのだか  

ら，もう一つの普遍的な存在である時間について，  

その均質な流れに対して不可逆で具体的な目盛を与  

えた歴史というものを無批判に受け入れるわけには  

いかないからである．この探求の中では「起源」と  

いう概念もが自明ではないのである．「私が起源と  

交流するのは，決して伝統的な歴史のチャネルによ  

ってではなくて，数学それ自体を創始し，基礎づけ  

る努力によってなのだ」（p．33）．   

本書でもユークリッドは重要な存在であるが，ク  

レスやプラトンに割かれたページも少なくない．と  

いってももちろん，この人物たちは「歴史家たちの  

通常の時間を遡っていけば，年代記などが，新しい  

ことを始めた英雄たちの架空の，あるいは根拠のさ  

だかでない名前を教えてくれる」（p．228）との留  

保付きであるが．クレスの幾何学とは「なによりも  

まず，ある図柄を書き表す技法であり，ついでその  

措かれた図柄が目の前にあるにせよないにせよ，そ  

れについて語る言語である」（p．208）．「クレスの  

物語は，この同じ表象の全般的なオルガノンにどっ  

ぷり身を浸した透視図法，投影図法，立体の建築学  

的光学，直観的数学の最初のことばなのである」  

（p．253），などと説明される．   

また，プラトンといえばもちろん『ティマイオ  

ス』におけるそれである．「『ティマイオス」】のコー  

ラ（中略）この豊鏡な汚れなき母胎から，終わりな  

き言説，大きな物語としての幾何学というこの多様  

体の途方もない増殖が爆発するのであって，その諸  

結果の流れが今日にいたるまで絶え間なく増大し続  

けるばかりでなく，頁や壁の上の書き物，畑の小麦，  

抑制の利かぬ戦争，神殿における祭祀の連続的な増  

加をもたらすのである」（p．60）．プラトン『ティ  

マイオス』における「コーラ」概念こについては最近  

翻訳されたデ リダ（2004）とともに，その地理学的  

意義を検討する必要があろう．  

「ロゴス，つまりことば」（p．153）がここで重要  

である．「それはある比から別の比へと進み，さら  

に置換されることによって後者から第三の比へ等々  

と移っていく比例中項にほかならない」（p．414）．  

ことばは具体的な事物を抽象的な存在に還元する最  

も根本的な手段であり，それが同時にロゴスと不可  

分に結びっく中で，抽象化された個々の事物同士を  

関係づけることを可能にする．土地の大きさ，形，  

方向性に関することばである幾何学により，私たち  

は地上の具体物を抽象物に変換する．その時，幾何  

学は普遍的存在となり力を手にするのだ．   

幾何学は近代科学の発明品ではない．「比例こそ  

が，ある領域から別の領域へと移動し，滑っていく  

ギリシアの偉大な発明である」（p．412）．「神話と  

幾何学は言語と協力し，同意する」（p．171）．「神  

秘的なものプラス物理的なものイコール幾何学」  

（p．259）なのである．非常に古いにもかかわらず，  

今日でも非常に弓重い力を発揮している幾何学の存在  
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